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第一章 緒 言

滲 出性肋膜 炎ノ・吾々 内科 讐 ノ最 モ屡 々遭遇 スガ.

疾 患 ノー ツニ シテ上 田{1}ノ・海軍兵員tigIOOO名

悔 二1｡1乃 至1.8%、 出井(2)ノ・陸軍兵員 ノ1.4

乃至3｡2%、 平 均1.7%二 肋 膜 炎 ラ認 メ、山 田(3)

ノ、入院患者5089例 中8.17%、 杉本 岡谷(4}ノ ・

4766例 中11・7%二 本痒ラ認 メタリ｡

然 ルニ昭和10年 ヨリ同15年 ノ満6ケ 年間 二於

ル當院 内科 入院 患者糖薮5779名 中 滲出性肋膜

炎 患者 ハ544名 ニ シテ9.41%二 相 當 ス｡

次 二本症糞生時期 二就 キ、小林{5ルノ・b結 核感染

初 期 ノ過敏 反慮期 二多嚢 ス ト云 ヒ、熊 谷 ⑥教授

ハ初感染例 ノ約5分 ノ1二 肋膜炎 ノ登生 テ見 タ

リ｡ノ

爾 ホ血行性撒布期 二嚢病 スル ゴ トァルノ・周知 ノ

事 實ナ リ｡.嚥

本症 ノ・治癒後 ト難 ドモ雨装或ノ・他 ノ異ルレ結核性

疾 患例 ヘバ肺結核、腹膜炎、謄 膜炎等 テ績 襲 シ

得 ルモ ノニ シテK6ster(7)ノ ・肋膜炎患者414例

申47・7%、Offener{8}ノ ・156例 中28.O%、Si1・ ・

berschmitt{9}ノ ・120例 中29%二 結 核 性疾 患 ノ

績獲 ヲ認 メ、又本邦 二於 ル上 田{1)ノ統 計 二依 レ

バ1271例 ノ肋膜 炎患者 中128例(10.2%)二 結

核性疾患 ノ績獲 テ認 メ出井(2)ノ・4乃 至11年 後

ノ再調査 二依 リ、4183例 中1.6%二 増 悪 テ認 メ

タル外29・5%二 死 亡例 テ見 タリ｡

從 束諸家 ノ統計 二 依 レバ 肋膜 炎経過後3-5年

以 内殊 二最初 ノ1年 以 内二肺結核其他 ノ結核 性

疾患 ヲ登生 シ本邦 ・=.於テノ・肋膜 炎罹患後16年

間二其 ノ3分 ノ1乃 至2分 ノ1ノ ・肺結核 テ績獲

シテ死 ノ軽 鯖テ トル ト構 セラル｡

熊 谷働教授ハ初感染二績登 セル滲 出性肋膜 炎50

.例 ノ喀疾培養 ノ結果、陽性17例(34・0%)、 陰 性
な セ

33例(66・0%〉 ナル結果 ラ得i陽 性群 ヨリノ、肺結

核2例 其他肺尖轄移、播種等ヲ束 シタルモ陰性

群 ヨリハ僅 力2例 二於テ肺浸潤叉ハ肺炎轄移 ラ

認 メタルニ過ギズ｡

余ノ・昭和15年9月 以降當院内科二入院 セル滲

出性肋膜炎患者二就 テ、無撰揮的二其 ノ鰍 液
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、

ノ結核菌培養ヲ行ヒ、之ヲ陽性群 ト陰性群二分

類 シ、入院 日数、性別、年齢、罹患側、滲出液

纏状赤血球沈降 速 度、 「ツベルクリン」皮 内反

癒、「レントゲン」線所見及ビ輔漏 トノ關係ラ検

スル ト共二結核菌陽性糞現 ノ時期ヲ追求 シ、更

轟雨者 ノ遠隔成績 二就 キ観察 ヲ行 ヘ リ｡爾 ホ本

症初 期 二喀 疾喀出 アル者 二就 テハ集 菌法 轟ヨリ

染色鏡検 シ、結核 菌 テ認 メ タルモ ノハ本統 計 ヨ

リ除外 セ リ｡

第二章 實験方法

臨林上滲出性肋膜炎 トシテ入院 セル 患者 二就

キ、早朝馨咳ニヨリテ喀出セシメタル喀疫叉ノ、

含漱液グ 集菌法 ヲ行 ヒテ、 直接塗抹標本ラ作

リ、結核菌 ヲ認 メザルモノノミラ撰ビ、同一患

者二7乃 至10日 ノ間隔ヲ以テ含噺液結核菌培
～

養 ヲ施 行 セ リ.

實 験 材料 トシテハ、 患者 二早 朝 口腔洗縢前 二滅

菌 水約30堂 毛ニテ ヨク含漱 セ シメ ロ因頭後壁 二附

著 セル粘液 ヲ洗 ヒ落 シ、其液 テ滅 菌試験管 内二

探 リテ用 ピタ リ.其 際 二可及 的喀疾 ラ喀出 スル

様 二患者 二読 明 シ、喀疲 チ含 ミタル液 ヲモ含徽

液 ト認 メタリ｡之 二依 リ喀疲 ノ訴 ヘナ キ者 ニモ

可 ナ リニ喀擁 ヲ有 スル ヲ知 レリ｡

培 養基 ノ・岡、片倉く11)氏培 養基 テ同一患者 二封 シ

1同 二4本 テ使用 シ、 同氏等 ノ嚢表 セル含 獺1(1

液 培 養法 二依 リテ行 ヘ リ｡

培 養 菌 ノ判定 ハ2-4週 乃 至6週 間内 二 灰 白色

叉ハ僅 カニ帯黄色 ニテ乾燥 セル粟粒 大 ノ聚落 ラ

生ゼ ルモ ノヲ陽性 トシ、 塗抹標 本 ヲ作 リ抗 酸性

抗 「アルコー ル」性 樺状 菌 ヲ確 メ、同時 二二代培

養 イ行 ヒ動物試験 二依 リ決定 セリ｡6週 ニ テ聚

落 ノ生 ぜヌモ ノノ・陰性 ト見倣 セ リ.

培 養 二際 シテ早期 二黄褐 色漁潤性 ノ非病原性 菌

代培養 ヨ リ決定 シ、動物實験 ヲ行 ハザ リキ｡又
ぱ 　 に

培養早期 二黄褐色注熱潤 ノ非病漂性菌 ヲ認 メ、後

二白色乾燥性 ノ病原性菌 テ認 メタル1例 ニモ遭

遇 セリ｡以 上ハ整理 ノ都合上培養6週 ニテ検査

ラ止 メ タルモ其 レ以上 ノ期間培養 ヲ行バ バ陽 性

率更 二大 ナ ラン ト思考 ス｡

動 物 實験、300乃 至400瓦 ノ海獲 テ豫 メ5乃 至

10・倍蕗 「ツベ ル クリン」溶液 ノ0｡1重 毛皮 内～圭射
ヤ

ニ依 リ結核罹 患 ナキテ 確 カメタルモ ノヲ撰 ビ

テ、微量 ノ菌聚落 テ探 リ、 ヨク磨 リ潰 シ、生理

的滅菌 食盤 水二均等液 テ作 リ、前記 ノ海猴後肢

皮 下二注射 セリ.此 際濃度 ノ封照 トシテ結核菌

1.Omg・910U髭 ノ 滅菌生理的食盤水 テ以 テ均

等液 ラ作 リ、 之 ト略 丸同程度 ノ濃度 ノモ ノテ

0、5-1.0琵 ラ用 ヒ タ リ、叉同一菌 ノ試験 二海狸

3--4匹 ヲ使用 セリ｡

注 射後2週 間以上 ヲ縫 過セルモ ノノ・鼠践部琳 巴

腺 済軟 骨様腫 脹 ヲ來 シ、 一部 ハ注 射部 位二穿孔

ヲ形 成 シ、白黄色 ノ膿 流出 スルラ認 メタ リ｡淋

巴腺腫脹後2-3週 後 二前記 ノ「ツベル クリン」

反慮 テ行 ヒ24乃 至48時 間後10粍 以 上 ノ嚢赤、

浸潤 ラ認 メタルモ ノヲ陽 匪 ト決定 シ50乃 至60

日以 上 テ生存 セル海 猿ハ所鍋淋 巴腺 ・脾、肝、

ヲ少薮 ニ認 メタルモ、之等 ノ・聚 落 ノ駅 ・伏及 ビニ 肺臓 ノ病 理 學的検 査 デ行 ヒタ リ
｡

第三章 培養成績

培 養 ラ施 行 セル64例 中31例 即 チ48.4%二 菌

陽性 ニ シヲ、33例 帥 チ51.6%三 菌 陰性 ナ リe

各 症 例ニ前述 ノ如 ク数 同 ノ培 養 ラ行 ヒ シ所、1

同陽性者20例 、2同 陽性者8例 、3同 陽性者
蓼

3例 ナ リ｡

合 併症 ナ キ助膜 炎50例 中24例 崖Pチ48、0%轟

陽1生ニ シテ、1同 陽性者18例 、2同 陽性者4
　

例、3同 陽;生者2例 ナ リ6

腹 膜 炎 ラ合併 セル:14例 申7例 即 チ50.0%二 陽

性 ナ リ｡1同 陽性者2例 、2同 陽性者4例 、3

回 陽性者 ノ、1例 ナ リ｡

培 養上菌 ノ聚落敷』依 リ陽性群 テ次 ノ如 ク分類
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第1表 陽性W現 同数及ビ其強度

陽性同数
及強
度

例 撒

一

回

二

同

三

回
(十) (什) 〈柵)

噛

(器)

肋 膜 炎 18 42
-

41
--

83

1916
1_

7
-

3
罵一

10

一
…肋腹膜炎 2

}

20

}

8
}　

27 匿一_

毒

譜

ス レ 生ぐ、

(1)聚 落 数1Q乃 至15迄 テ(+)弱1陽 性

(2)聚 落 撒30乃 至35迄 ラ(井)申 等陽性,

(3)聚 落婁交100迄(惜)弓 墨陽曙}生

(4)聚 落敷100以 上(冊 〉最強陽性

弱陽性27同 中等 場性8同 、 強陽性10同 ラ謹明

シ、 最強陽性 ハ1同 モ認 メザ リキ｡(第1表 参

照〉

第四章 統計的観察.

培養テ施行セル64例 テ結核菌 ノ陰陽爾群 二分 類 シ統計的観察 プ試 ミレバ次 ノ如 シ｡

第噌節 一般的所見

1.既 往 症

陽 性群31例 中結核性疾 患 ノ既往症 ヲ有 スルモ

ノ8例 ニ シテ、 ソノ病症 ノ・肋膜 炎4例 、肺尖 「カ

タル」1例 ・肺 門淋 巴腺腫脹1例 ・心寒 糞1例
も

腹膜炎1例 ナ リ｡4例 ハ病歴 二既往症 ノ記載 才

ク爾絵 ノ19例 ハ既往 二於 テ全 ク健康 ナ リキ｡

陰 姓群33例 申結核姓疾 患 ノ饒往症 ヲ有 スルハ

肪膜炎3例 、肺門淋 巴腺腫脹1例 一・:nyシテ、氣管

支喘息1例 及 ビ病歴 ト既往症 ノ記載 ナ キモ ノ5

例 テ除 キ シ23例 へ 本症 ノ嚢症 前ノ、健康 ナ リ

キeマ タ肋膜 炎獲症前1年 以 内二結核性疾患 ヲ

経過 セ シモ ノノ・前記 ノ中陽性群 二於 テ3例 、陰
も

性群 二2例 ニ シテ.他 ハ何 レモ1年 以上 ヲ経 過

セ リ｡(第2表)

弗2表 培養陰陽爾群 ノ既往症

毎

＼ 既往症＼＼

経
過 培
年 養
限 結
果

肺

浸

潤

肋

膜

炎

腹

膜

炎

肺
門
淋
巴
腺腫

脹

其

他

不 ・

明

異

常

ナ

シ

一以

年内

陽 _ご⊥ レ⊥ 1
-

一 鞠

『
1

陰
一

1 ■ 1
一

一

一
4

-

5

一
」9
23

陽 1 4一以

年上 陰 ・ 2.

上述 ノ所見二依 レバ從束結核性既往症ヲ有セザ

ル嗜 壌 病 セシ渤膜炎患者42例 中19例epチ

45・3%・=含 漱液培養上結核 テ謹明シタリ｡

2.入 院 日撒

入院 日数 ノ・獲病後 入院迄 ノ期間 ノ長短、各患者

ノ家 庭的事情、轡師 ノ退院時期 ノ決定其他 ノ條

件 二依 リ相違 スル テ以 テ、 入院 日数 二依 リ疾病

ノ輕重 ヲ論 ズ ルコ トノ・早 計 ナルモ、比 較的早期

二入院 シ輕快 シテ退院 セル53例 二就 キ、観 察 ヲ

試 ミルニ(退 院時轄蹄 ノ項参照〉、

肋膜 炎47例 ノ平均 入院 日敷 ハ約66日 『 シテ、

陽 性群22例 ノ平均入院 日撒ノ・約74日 、陰性群

25例 ノ平均 入院 日撒 ノ・約58日 ナ リ｡肋 腹膜炎

ニ テ輕快 退院 セルモ ノ6例 ノ平均 入院 日撒 ノ・約

第3表 培養陰陽雨群 ノ入院 日撒

'、

入院 日数
陽 性 群 陰 性 群

肋臓 瞬 臓 肋臓 晦 膜炎
30日 迄 2一
31→60日 9 17

61→90日 6 1 18一
90→120日 3 2

121→150日 1

150日 → 1 2 1

計 22 3-{

158日

25 3
一
平均入院
日 数

74日 58日 146日

一

備 考
牛治1例
不愛1例

傘治2例
悪化1・例
死1例

牛治1例

'

孕治4例
}

152日 ニ シテ 陽性群3例 ノ平均 入院 日撒 ノ・約

ゴ5$日 、陰性群3例 ノソレノ・146日 ナ リ｡帥 チ

曳
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合併 症 ナキ肋膜炎患者 中陽 性群 ノ平均 入院 日薮

ハ陰 性群 二比 シテ梢 々延長 セルモ陽性群 ガ必 ズ

シモ重篤 ニ シテ恢復 ノ蓬延 ガ アル トハ考 ヘ ラ レ

ズe部 チ第3表 二見 ル如 ク肋膜 炎陰性群 ハ線 ベ

テ入院 日撒90日 以内ナ レドモ、 陽性群 モ亦e22

例 中17例(77.2%)ハ 此 間 ニ アリ｡入 院 日数 ノ

之 レヨ リ延長 テ示 セル5例(22.8%)～ ・後述 ノ如

ク、 「レ」線所 見上 異常 ナキモ ノ1例 、肺 野 ノ1

部 二檜 殖性陰 影 アル モノ1例 、 肺門淋巴腺腫脹

2例 、肺 門周園浸潤1例 ニ シテ、何 レモ滲 出液

吸敗後 時々微 熱或 ハ不定 糞熱 アル カ或 へ 龍力

候復充分ナラザルモノナリ｡爾 ホ入院 日数30

日以内ノ2例 ハ「レ」線所見上一一例ハ全 ク異常テ

認 メズ他 ノー例 ハ雨側肺野二」曾殖姓滲 出性陰影

ヲ認 メタリ.

上述 ノ所見 ヨリ培養上結核菌 ノ有無ハ、必肉シ

モ肋膜炎快癒後外見上健康ユ至ル迄 ノ日撒昌ハ

關係セザルモノノ如 シ｡

但 シ腹膜炎テ合併 セ夫レ例ハ、小激例 ノ爲二不明

ナ リ｡

3.性 別及 ビ年齢、

本疾患ガ女性 ヨリ男性 二多爽 シ且ツ青肚年期二

第4表 培養陰陽雨群ノ年齢及ビ性別

年 齢 別 15～19 20～29 3・-3glω 一4915・-591

性 別 公臨 舎i♀

多▼　 一 ㎜}一 一　一

司 ♀ 国 ♀1♂1♀
陽 性 群2119

陰 性 群 「ri一 「15

4
131

16 等llド h岡
最 モ侵 サ レ易キ コ トハ総 テノ報 告 ノー致 スル所

ナ リ｡例 ヘ バ山 田 く3)ハ男 女 ノ比1.7封1、 淺山

(12)ハ1.5封1、 小西㈹ノ・65封35｡杉 本、岡谷(41

ハ68封32ニ シテ、年齢的關係 二就 テへ 山田

{3}ノ・21乃 至25歳 間 二30 .2%、 淺 山(12)ノ・21乃

至30歳 間 二32.4%、 小 西くi3)ノ・21乃 至30歳 間

ゴ46.7%昌 本 症 ヲ認 メ、今村a4A5)教 授 ハ16乃

至25歳 間 二54｡4%ラ 讃 明 シ男 子ノ・女 子 ノ約2

倍 ナ リ ト云 ヘ リ｡

培 養施行例64例 中第5表 ノ如 ク男性48例 、 女

性18例 ニ シテ、 夫 々陽性24例 、8例 ・・kee明

シ、雨性 トモ略 ㌃半薮 二陽性 ラ認 メタリ｡

年 齢 的關係 ノ・15--19歳 間 ノ・5例 中3例 、20-

29歳 間 ノ、34例 中13例 、30-39歳 問 ハ22例 中

13例 二夫 々陽性 ラ1讃明 シ、40-49歳 間 ハ2例

ア リ共 二陽性1ナ リ｡50歳 以 上 ハ1例 ノミニ シ

テ陰性 ナ リ｡

上i述 ノ如 ク20-39歳 間 二 例数最 モ多 ク且 ツ陽

牲卒 モ此 間二夢 シ、併 シ本院ノ・病 院 ノ性質上魅

年 ノ警察及浴防官吏 ノ入院撒 最 モ多 キ故此貼 モ

多少影響 アルモ ノ ト思惟 セ ラル｡

第二節 臨躰的所見

一 罹患側及 ビ滲出液性歌

病理解 剖學的 ニハ罹 患ハ爾側 二最 モ多 ク、次 デ

右側 二多 ク、左側 二最 モ少 キ事 ノ・、永松働、 倉

島、 稿 田萌等 ノ所見一致 ス、 臨 休的ニノ・一般 二

右側 二最 多ニ シテ爾側 二最 モ少 シト云 ハル｡即

チ右側頻度 ハ古瀬〈18)ノ・56.2%、 小 西(13)ハ44.3

%林 鋤 等 ノ、55%、 山 田{31ノ・45.3%、 淺Ili(re)

ハ45.2%ナ リ ト報 告 ス｡反 之 小西a3>、貝 租(2｡)ノ、

豫後 ノ黙 ヨ リハ爾側及 ビ左側 ノ、右側 二比 シテ稻

丸不良 ナ リト述 プ｡

余 ノ64例 中 右側30例b左 側28例 、 雨側6例

ニ シテ、培養 陽性者 ハ右側15例 、左側12例 雨

側4例 ナ リ｡帥 チ雨側 ハ6例 中4例 陽性 ニシテ

陽性率最 モ高 ク、次 デ右側左側 ノ順 ナ リ｡

滲 出液 ノ・大部分 ガ漿液性 ニ シテ血性 ナルノ・肋膜

ノ炎症 ガ高度 ナル謹 ナ リト云ハル瑠 ㌦

余 ノ64例 中漿液 性51例 、血性4例 、試験穿剃

ヲ行 ノ・ザ リシタメ穿刺液 ノ性歌不 明ナ リシ者9
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例 ニ シテ化膿性ハ1例 モナ シe爾 ホ培養 ノ結果

i漿液性51例 、 申26例 、 血性4例 中1例 陽性、

穿刺液 ノ性歌不明 ナ リシモ ノ9例 中4例 陽性 ナ

リ｡即 チ滲出液血 性 ナル者 二菌 ノ讃明少 キガ如

キモ例撒少 キ タメ其問 ノ關係ニ ヅキテハ未 ダ明

ナ ラザルモ、必 ズ シモ歯排 出 ト滲 出液性状 トノ、

關係 ナ キモ ノノ如 シ｡

二 「ッペ ルク リン」反慮

初感染 二緬 駿 セル肋膜 炎 ト「ツ」反慮 二就 テノ・前

述 ノ如 ク小林k5)ノ 海 軍 二於 ル詳細 ナル報 告 ア

リ、 マ タ金井、清水、有 末(21x22)等ノ、「ツ」反慮旺

盛期 二肋膜 炎獲症 シ、嚢病後 ノ・「ツ亟 癒 急速 二

低下 シ、恢 復 ト共 二反鷹 ハ再 ビ強化 シ、 重症腕

結核其他 ノ緬嚢症起 ラバ「ツ」反慮 ハ却 ツテ錫化

シ逡 二陰 性 トナル コ トアリ、從 ツテ本反磨 ノ反

復検査ノ、肋膜 炎 ノ豫後 テ知 ルニ 有盆 ナ リト報

告 ス｡

余 ノ64例 ハ1例 テ除 キ何 レモ入院時 「ヅ」反鷹

検査 セ ラレ居 タ リ｡其 ノー部 二就 キ約1ケ 月侮

二1同 「ツ」反慮検 査 ヲ行 ヒ其 ノ縄過 ヲ親察 セ

リ｡

培 養i陽性群31例 中 入院前斗ツ」反慮陽性 ナ リシ

モノ4例 アリ、2例 ハ陽轄 時期不明 ニ シテ、他

ノ2例 ハ陽性韓化後4ケ 月6ケ 月ニ テ本症 テ糞

病 セ リ、 即 チ初感染 二引緬 キ肋膜炎 ヲ嚢症 シタ

ル例 ナ リ｡

第5表 ノ如 ク培養陽性群中入院 時「ツ」反癒陽柱

ナルモ ノ22例 ア リ、 之等 ノ中 入院後藪同 ノ検

査二於 テ何 レモ陽性 ナルノ、17例 アリ、陰性化 セ

ル モノ3例 、病歴 二記載 ナク不 明ナルモ ノ2例

ア リ｡入 院後陰性化 セル3例 中1例 ノ、腹膜 炎 ノ

合併 ア リテ入院 中二死亡 セ リ｡他 ノ2例 ノ・何 レ

モ韓 快退院 セルモ1例 ハ2ケ 月後 肺浸潤 ラ登病

シ、他 ノ1例 ハ4ケ 月後 肺浸潤、腹膜 炎ニテ再

入院 シ、後者 ハ死亡 セ リ｡入 院 時「ツ」反慮 ガ疑

似陽性 ナル3例 ノ・何 レモ入陰後 ノ「ツ」反慮不明

ナ リキ.

入 院時 「ツ」反慮陰性 ナル5例 ハ 入院 中1例 二陽

性 トナルテ認 メ、2例 ハ不明 ナ リ｡残 絵 ノ2例

第5表 培養陰陽雨群 ノ繹過二俵ル「ツ」反磨

陽 性 群 陰 性 群
一 隔一{_一 而嚇 一 四}… ……

磯劉 秀騰
煽
入院時1入 院後
ツ反慮 ツ反磨

(十)22

(±)3

(十)17

(±)(十)25

(一)3

不 明2

(+)15

(±)

(一)

不 明10

(+)

(±)・1(±)

(二)
…

墜 明3

(+)

(±)

(一),

不 明一1
(+)1陀(+)3

(±)(±)1
(一)5(一)2(一 ノ8i(一)、

不明2i}不 明3

1欝 辮 ビ入院後列

ノ・入院中藪 同 ノ検査 二拘 ラズ途 二陰姓 二終 リタ

リ｡之 等 ノ中1例 ノ・現在静養 中ニ シテ、他 ノ1

例 ノ・入院 中腹膜 炎 ヲ併嚢 セルモ全治 退院後全 ク

健 康 ナ リ｡

培 養陰 牲群33例 中入院前 「ツ」反慮陽性 ナルモ

ノ2例 ア リ、偶 レモ陽轄時期ハ不明 ナ リ｡

之 等33例 中 入院時「ツ」反鷹 陽性 ノ・25例 ニ シテ

入院後激 同 ノ検査 モ亦陽性 ナルノ・15例 、 不明

ノ・10例 ナ リ｡入 院時 「ツ」反鷹陰 性 ナル8例 中

陽性 トナザ シノ・3例 ニ シテ、入院後 ノ検査1同

ニ シテ疑似陽性 テ呈 セルモ ノ1例 ア リ
、他 ノ3

例 ハ不明 ナ リキ｡入 院時及 ビ入院 中モ「ヅ」反慮

陰 煙二終 リタル1例 ノ・肺炎後 二滲 出性肋膜炎 テ

起 セルモ ノナ リ｡

上述 ノ所 見 ヨ リ初感 染二績饗 セル肋膜炎 プ確實

二読 明 セルノ・2例 ノミニ シテ
、他 ノ・何 レモ入院

前 ノ「ヅ」反鷹或 ノ・其 ノ陽轄時期 力不 明ナル爲 二

余 ノ例 ニテノ、「ツベル クリン、 アレルギー」ト肋

膜炎登症及 ビ菌排出 ノ相 亘關係 ノ・不 明ナルモ、

肋膜炎経過中二以前陽 陞ナ リシ「ヅ」反慮 ガ陰性

二韓示 シ、而 モ菌 排出 アル際 ノ・豫後 二注意 テ要

スo

因 ミニ「ッ」反慮検査 ニノ・傳研 蕪「ツベ ル クリン」
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2千 倍溶液1琵 ヲ皮 内注射 シ、48時 問後 ノ嚢

赤 ヲ測定 シ、0.4粍 以 下ヲ陰性、O.5-O｡9粍 迄

ラ疑似 陽性、1.0粍 以上 ラ陽 性 ト見倣 セ リ｡

三 赤血球 沈降速度

赤沈値 ガ結核 ノ訟 噺及 ビ経 過観察 二有 カナル指

針 タルコ トハ今 日周知 ノ事實 サ リ.

宮 川醐 教授 ハ3ケ 月乃至6ケ 月間 ノ治療 二依

り、赤沈道 ガ20粍 以上減少 テ示 スモ ノへ 頻 死

ノ場合 ヲ除 キ約3分 ノ2二 於 テ病歌 ノ輕快 ザ示

スモ ノナ リ ト述 プ、

余 ノ・入院 中1ケ 月間二1-3同 検 査 セル 赤沈1

時 間値 二就 テ観察 スルニ、 入院時或 ハ入院後 間

モナ ク全経過 中 ノ最高値 ヲ示 シ、疾病 ノ恢復 ト

共 二徐 々二減 少 シ20粍 以上 ノ輕快 ヲ見 タルモ

ノ陽性群 中二22例/肋 膜 炎18例 、 肋腹膜 炎4

例)、 陰 穫群i二20例(肋 膜 炎15例 、 肋腹膜 炎5

例)ナ リ｡病 発犬ノ輕 快 ト共 ニ ー一旦減少 セル赤沈

埴 ガ再 ビ壇加 シ病状最盛時 ノ赤沈値 ト略 ≧同様

ナル檜加 《20粍 以 内 テ示 ス)示 セルモ ノハ陽性

群 二4例(肋 膜 炎2例 、 肋腹膜 炎2例)、 陰性群

二11例(肋 膜炎9例 、肋腹膜突2例)ナ リ｡更

二20粍 以 上 ノ檜加 テ認 メタルハ 陽性群 二3例

(肋膜 炎)、 陰性群 二1例(肋 膜 炎)ナ リ｡

爾 ホ陽性群 ノ死亡 セル例及 ビ人 工流産施行後直

チニ限 院 セル例 ハ除外 セ リ麟 ヤ タ陰性群 ノ本症

全経過 ヲ通 ジ殆 ン ド赤沈値 ノ著明 ノ促進 テ認 メ

ザ リシ1例 モ除外 シタリ｡

赤沈1時 間値 ヲ岡部、 小川 圏二依 リ第6表 ノ如

ク分類 シ、 入院 中 ノ最 高赤 沈値 ヲ比 較 スルニ、

陽性群 ニハ中等 度促進5例 、高度促進26例 ニ シ

テ、陰性群 二於 テハ輕 度促進1例 、 中等 度促進

9例 、高度促進23例 ナ リ｡

更 二第7表 ノ妬 ク退院時赤沈1直 ゲ比較観察 スル

ニ陽性群 二於 テノ・輕度促進7例 、 中等度促進13

例 高度促進9例 モ シテ、陰性例 二於 テノ、正常値
リ ノ

3例 、輕度促進6例 、中等度促進13例 、高度促

進11例 ナ リ｡但 シ陽性群中死亡 セル1例 及 ビ

人工流産施行 ノ爲二入院 セル1例 ハ除外 シタ

・リ.(退 院時轄蹄 ノ項蓼照)

第6表 培養陰陽雨群 ノ赤沈最高値

(入院中)比較

f

l陽 性 群 陰 性 群

肋糊 糠 肋酬 纏
…

正 常 値

含1-5.5

早1-40.5

1、

紳 一

輕 度 促 進
9--23

1

一

中等 度 促 進
24-55'

5 7 2

i

高蓋」促測1917 "18
5

第7表 培養陰陽雨群 ノ退院時赤沈櫨

値

5

5
二
U

5

{1

常

一
{
■
i
工

正
含

♀

輕 度 促 進
9-23

中等度促進
24-55

陽 性 群

肋膜垂i糠

7

一

11

高 度 促 澹15
56→

一L三
:4

陰 性 群

肋翻 綴

2

5

12

7

1

1

1

4

上述 ノ所 見 ヨ リ含漱液 二菌 ノ詮 明サ レル程度 ノ

輕 度ナル菌排 出ハ赤沈値 二影響 スル コ ト大 ナ ラ

ザル ガ如 ク思惟 セ ラル｡

爾 ホ赤沈値 ノ・ウェスター グ レン氏法 二依 リ室温

,二 於 ル1時 間値 ヲ探 用 シ空腹時探血及 ビ恒温装

置ハ用 ビザ リキ.

四 胸部 「レン トゲ ン」所見

肋膜 炎二於 ケル胸部 「レ」線 所見ル・滲 出液 二依 ル

陰影 二隠蔽 サ レ、肺臓所見 ヲ謹明 スルノ・困難ナ

リ、或ハ滲 出液大量排除後、或 ハ肋 膜腔 二空氣

ヲ注 入後撮影 スル等種々 ノ方法行 イ・レルモ、爾

ホ肺陰影 ノ翻 充分 ナ ラズ.＼

山 田1鞠 ・156例 中 肺門腺腫 脹、肺尖漿化及 ビ初

期攣 化群43例 、」血行・性攣}化26例 ヲ讃明 シ、林 ・

脇等ρ川 西 筋ハ大部分 二胸部 「レ」線所見異常 テ

認 メ、金 井働 ノ・本症畿病前 二88例 中78例(88・

7%)二 肺 門部 及 ビ肺 二慶化 ヲ認 メ、 「レJ線 所見

上異常 テ認 メザルノ・10例(11.3%〉 ノ ミト報告
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第8表 培養陰陽雨群 ノ「レントゲン」所見

◎

レ線所 見 異常ナヴ
石】灰化竈
ヲ有スルレ

例

肺門陰影
墳 大
」 狸 一膨 」不明
罹馴 反酬 雨側

.陽 性 群7}7 814i112ト2

陰 性 翻 期8 314}ol£16
再

スe

余ノ・滲出液吸牧後 ノ「レ「線所見 テ主 トシ、1部

ハ経過申 ノ「レ」線寓眞 ヲ蓼照 シ、経過中二其側
二輕微 ノ陰影 テ認ムルモ、滲出液吸牧そ麦二陰影

吸牧サレタルモノハ異常 ナシト見倣セリ｡爾 ホ

肺門淋 巴腺腫脹 アルモ肺陰影 ヲ認 メル場合ノ・、

肺陰影二編入セル如 久 圭タル病攣ユ重キヲ置

ギテ分類 シ、叉滲出液吸牧後 ノ窩眞ナキ例、及

ビ肋膜肥厚或ハ「レ」線爲眞ヲ紛失 シタル少撒例

ハ不明 ノ部 二編入セリ｡

第8表 ノ妙 培養陶 蝉 ユ於 テ肺野二異常陰影

デ認 メザルモノ18例 伍 灰化竈テ有スルレ8例 テ

含 ム)ア リ｡肺 門部陰影曾大 セルモノ3例(肺 門
も

部 周園浸潤1例 テ含 ム〉羅 患側肺野 一 ノミ異常

陰影 アルモ ノ4例 アリ｡3例 ノ、硬化 増殖性陰影

テ認 メ、1例 ハ滲 出性陰=影ヲ認 ム｡雨 側肺野 二

著明 ノ陰影 テ誼 明 セルル、2例 ニ シテ、1例 ノ、罹

患側肺尖二硬化増 殖牲 、反封側上野 二増殖梶滲

出性陰影存 ス｡他 ノ1例 ハ雨側 肺野 二輕 度 ノ血

行性撒布像 テ謹 明 ス｡以 上 ノ外 二「レ」線所見不

明 ナルモ ノ6例 ナ リキ｡

培 養陽姓群 二於 テノ・肺野 二異常陰影 ラ認 メザル

モZ14例(右 灰化竈 ラ有 スル7例 チ含 ム、、肺門

部陰 影増大 セ ルモ ノ8例'(肺 門 部周園浸潤2例

テ含 ム)肺 野 二異常陰影 アルハ7例 テリ、罹 患

側肺野 ノー部 二 輕度 ノ檜 殖牲陰 影 アル モ ノ4

例 、反封側中野 二著明 ノ檜 殖性陰影 アル モ ノ1

例 ニ シテ、雨側肺野 三著明 ノ檜 殖性滲 出性陰影

テ讃 明 スルモ ノ2例 ア リ、`以上 ノ外 二「レ」線 所

ノ

見不明ナ ルモ ノ2例 ナ リ｡

上 述 ノ如 ク「レ」線所見上殆 ツ ド異常 ヲ認 メザル

32例 中14例 二、 肺 内部 陰影囎大 セル11例 中

8例 二、及 ビ肺野 ノー部或 ハ雨側 二異常陰影 ヲ

認 ムル13例 中7例 二培養上菌陽性 ヲ識 明 セ リ｡

五 退院時輔聾

理墨的所 見滑退 シ、 赤沈値1時 間23粍 以 内 ノ

モ ノテ全治 トシ、理 學的所見存 セザルモ赤沈値

、24粍 以上 ノ促進 アルモ ノヲ輕快 トシ、理學的所

見 ガ未 グ恢復 セザルモ ノ・ラ孚治 トセ リ｡マ タ合

併症 二依 リ身腱 ノ衰弱檜 悪 セル ・・悪化 ト見倣 セ

リ｡倫 ホ赤沈値 ハ入院 申最後 二検 査 セル値 テ滲

照 セル爲二退院 當 日ハ更 二赤沈値 ノ減少 スルモ

ノ多 シト思維 セ ラル ・ヲ以 テ、全治 ト輕 快 トノ

間ニハ著 シキ差異存 セズ ト信 ゼ ラル｡∫ 赤血球

沈降速 度 ノ項参照)

培 養上陰陽雨群 ノ退院 時轄蹄 ヲ観察 スルニ、陽

性群 二於 ル合併症 ナキ肋膜 炎ノ・24例 ニ シテ、全

治7例 、輕 快15例 、牛治1例 、不攣1、例 ナ リ｡
　

不憂 トノ・人工流産施行 ノ爲 二婦人科 へ入院 シ手

術施 行後 間モナ ク退院 セル例 ナ リ.腹 膜炎 デ合

併 セル7例 中輕快3例r半 治2例 、 悪化1例 、/
タ

死 亡1例 ナ リ｡悪 化 セル1例 ハ培養上2偶 二亙

リ陽性 テ澄明 シ、 其後即、チ 入院後3ケ 月 ニ シ

テ、集菌法 ニ依 リ陽性 ヲ認 メタルモ ノナ リ｡

陰 性群二於 ル合併症 ナ キ肋膜 炎ハ26例 ニ シデ、

全治8例 、輕快17例 、 孚治1例 ナ リ｡腹 膜炎

ヲ合併 セルモ ノ7例 中全治1例 、輕快2例 、半

治4例 ナ リ｡

'第 五章 結核菌培養陽性襲現時期 一

滲出性肋膜炎ノ纒過 テ便宜上四時期 二 塵分 シ

テ、其間 ノ培養陽性糞現時期 テ観察 シタリ｡郎

チ理學的二肋膜炎 ノ症歌即チ摩擦音存スルモ爾

ホ滲出液 ノ存在 ヲ見ザル時期、次 二微熱乃至高

熱 アリテ肋膜 ノ炎症高度ニシテ滲出液 ノ檜カロ盛

、 ナルテ高熱期 トシ・爽熱下降スルモ未ダ滲崩液
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ヲ讃 明 スル間 テ吸牧期 トシ、試験穿刺或 ハ 「レ

ン トゲ ン」所見 二依 リ滲 出液 テ読 明 セザルニ至

リタル後 テ恢復期 トセ リ｡

検 査徳薮64例 申滲 出液 貯溜前 一SF培養 シ得 タル

ハ1例 ニ シテ菌 陽性 ナ リ害 ｡之 レノ、初 感染 ヨリ

肺門淋 巴腺腫脹 チ起 シ更 二肋膜 炎 ラ績 費 セルモ

ノユ シテ、滲 出液貯溜後 ノ培 養ノ、何 レモ陰 性二

終 リタリ.

第9表 培養陽性登現時期b「 レ」線所見"

諜 ㎜-^…

初 期

異常ナジ
(石 茨 牝

竈 ヲ 含
ム)

零嬰樗灘
門周園浸
潤含ム)

肺野脚 不 明 計
㎝ …

1 」二t
高熱期 3 1

傘

3 17
吸牧期 3 3 3 、2

{

11
-

12恢復期 83. 1

上述 ノ1例 以外 ハ何 レモ高熱 胸痛 呼吸 困難等 ヲ

主訴 トシテ入院 セルモ ノニ シテ、入院 時既二多

少 ノ滲 出液 テ謹 明 シ、入院後 初期 帥 チ高熱 期二

陽性 ヲ認 メタルハ7例 ナ リ｡肺 門周園浸潤1例

片側肺 野 二檜殖 性陰 影 アルモ ノ2例 、 雨側 肺野

二檜 殖姓滲 出性陰影 アルモ ノ1例 ニ シテ、爾籐

ノ3例 ハ培 養陽性 トナ リシ當時 ノ「レ」線所 見ノ、

滲出液 ノ陰影 二 薇 ハ レテ罹 患側肺野不明 ナル

モ、滲 出液 吸牧後 ノ「レ」線 ニテノ、2例 二石灰化

竈 テ有 スル ノミ トシテ、他 ノ1例 ノ、全 ク異常 テ

認 メズ、爾 ホ片測或 ハ雨 側肺野 二陰影 存Y・ル2

例 及 ビfi灰 化 竈 テ有 スノレ王例 ハ恢復期 二至 リ再

ビ菌培 養陽性 トナ レリ癖

高熱 下降後 未 ダ滲 出液 ヲ讃 明 スル吸牧期 二培養

陽 性 トナ レル モ ノ11例 ニ シテ、此等 ノ「レ」線 所

見 ハ異常 ナ キモ ノ3例 、不明2例 、肺門淋 巴腺

腫脹3例 、 片 測肺野 二 檜 殖性陰影 アルモ ノ2

例 、雨側肺野 二檜殖性滲 出性陰影 アルモ ノ1例

ニ シy、 上記 ノ異常 ナキ1例 、淋 巴腺腫脹 ノ1

例 及 ビ片側肺野 ユ檜殖性陰影 アル1例 ハ帳復期

二至 り更 二陽性 ヲ讃 明 シ、殊 二後者 ハ集菌法 二

依 リ菌 ヲ認 メルニ至 リタ リ｡雨 閲肺野 ユ異常 ア

ル1例 ハ血行撒布嫁 ヨリ比較 的急速 二雨肺 二著

明 ノ滲 出性陰影檜大、他側肋膜 炎、腹膜炎 ラ合

併 シ死 ノ轄蹄 デ取 リタル轟拘 ラズ、其後 ノ培養

ハ陰性 二終 リ比較的菌排 出 ノ少 キコ トノ・注 目ス

ルニ足 ル ト思惟 セ ラル｡

試 験 穿刺陰 性二至 リタル後 帥 チ帳復期 二初 メテ

培 養陽性 トナ レルモ ノ12例 アリe一 般 二 此期

二至 レバ初期 ニハ咳漱 喀疾 存 セ シモ ノモ殆 ンド

消 失 スルカ普通 ナルモ、爾且斯 カル多激例 弟陽

性嚢現 ヲ認 メタリ｡即 チ「レ」線所見上異常 ナキ

モ ノ8例(石 灰化竈 ヲ有 スル5例 テ含 ム)、 肺門

淋 巴腺腫脹3例 、片側肺野 二増殖性陰影 アルモ

ノ1例 ナ リ、 「レ」線上異常 テ認 メザル1例 及 ビ

肺 内淋 巴腺腫脹 ノ1例 二3同 陽性 ヲ謹明 シ、石

灰化竈 ラ有 スル2例 及 ビ片 側肺野 二陰影存 スル

1例b二2同 陽性 ヲ諺 明 セ リ｡

以 上 ノ如 ク恢復期 二菌陽性 テi澄明 セルハ20同

ニ シテ、9同 ノ・理學 的及 ビ生物 學的反鷹ノ・不詳

ナルモ、敷 日間 ノ不定嚢熱或 ハ中等熱 二俘 フカ

或 ノ・其 直後 二陽性 ヲ詮 明 セ リ｡

爾 ホ「ツ」反鷹 陽轄期明 ラカナル2例 二於 テハ陽

轄後約4一 一6ケ月、即 チ肋膜炎滲 出液 貯溜前及t"

高 熱期 二夫 々菌陽性 ヲ認 メタリ｡

第六章 退院後ノ韓露

退院後孚年乃至1ケ 年 ヲ経過 シテ其後 ノ健康状

態テ手紙 テ以 テ問合 セ、一部ノ、再検査 ヲ施 シタ

ルニ其 ノ結果 ハ次 ノ如 シ｡

培養陽性群 二於 ル合併症 ナキ肋膜炎24例 中同

答ナキ1例 テ除キ23例 二就デ観察 スルニ、肺浸

潤6例(2例 ハ再検査時 ノ「レントゲ ン」所見二

依ル〉、肺浸潤腹膜炎ヲ併嚢 セルモノ2例 、之等

ノ・何 レモ再 入院 シ1例 ハ死 亡、1例 ハ爾 ホ加療

中ナ リ.他 側肋膜 炎嚢症2例 、唯静養中 トノ同

答 ア リシモ ノ6例 ニ及 プ、腹膜 炎ヲ合併 セル肋

膜 炎 ノ7例 二於 テハ、1例 ハ入院 中死亡、同答

ナキモ ノ1例 ア リ、之等 ヲ除 キタル5例 中肺浸

潤 骨結核、 艀養 中 トノ同答 各々1例 ア リ｡

培 養 陰性群 二於 ル合併 症 ナキ 肋膜 炎26例 中同
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答ナキ2例 ヲ除キ24例 テ観ルニ、肺浸潤2例 、

肋膜炎1例 、腹膜炎2例 、静養中1例 ナリジ腹
ぎ

膜 炎 ヲ合併 セル7例 バ肺浸潤2例(1例 死 亡1腹

膜 炎末治1例 、肋膜 炎1例 、静養 中2例 ナ リ｡

更 二陽牲群 ヲ陽性嚢現同薮 ヨリ観察 スルA2同

以上陽姓 ヲ諺明 シタルハ11例 ニ シテ、同答 ナキ

モ ノ1例 、肺浸潤3例 、骨結核1例 、静養中4

例 ナ リ、 即 チ異常 ナ ク職業 轟從事 ス,レノ、2例 ノ

ミナ リ｡

培 養上1同 ノミ陽性 ヲ讃 明 シタルノ・22例 ニ シ

テ、之等 ノ中肺浸潤4例 、肺浸潤 、腹膜 炎 ノ併

凝 セルモ ノ2例 、 肋膜 炎2例 、 静 養中3例 ナ

リ｡他 ハ何 レモ異常 ナ ク健康 ナ リ嬢

爾 ホ2同 以上 陽姓 ヲ読 明 シタルモ ノニ於 テハ、

申等 陽性 乃至強陽性 ナルモ ノ、1同 ノミ陽性掲

現 セル モノニ比 シテ癌 カニ多 シ,マ タ退院後 肋

膜 炎 ヲ登症 セルモ現在健 康 ナル例 アルノ、勿論 ナ

リ｡

上述 ノ所見 署リ肋腹膜炎ハ例敷少 ク且 ツ其経過

ハ肋膜炎二比シテ長 キ故二、陰陽繭群間 ノ退院

後轄蹄二著明 ノ差異 ヲ認 メザルモ、肋膜炎 ノ退

院後轄蹄 二著明 ノ差 アリ、即 チ結核菌陽性群ニ

ノ・績糞症殊二肺結核工移行 スル例多シ、

第七章 繕括及ビ考按

滲 出性肋膜 炎ガ初感染二績登 スルモ ノ多 キ事 ノ・

周知 ノ事實 ナ レドモ、 余 ノ培 養 ヂ施行 セル64

例 中嚢症前 「ツベ ル ク リン」反慮 ノ成績明 カナ リ

シ者ハ6例 ニ シテ此 ノ中初感染 二綾 糞 セル肋膜

炎 ヲ確認 シタルノ、2例 ニ シテ5他 ノ4例 ハ 「ツ

ベル クリン」反慮陽性者 ヨリ糞症 セル肋膜炎 ナ

リキ｡上 記 ノ6例 以外ハ何 レモ入院前 ノ「ツ」反

慮不明 ナル爲 二結核感染 ト本症爽病 トノ關係ハ

不明ナ リ｡

余7x・培 養施行例64例 中31例 即 チ48.4%二 結

核 菌 テ讃明 シタルモ、培養同撒 ノ増 加、長期 間

ノ観察、胃液 及 ビ糞便培養 ノ併 用 ニ依 リ、腸韓

攣更 二増加 ス ト思惟 セラル｡從 ツテ本症 ガ防疫

上注意 テ要 スルノ、勿論 ニ シテ且 ヅ同復期 二至 リ

「レ」線 上殆 ンド異常 テ認 メザルニ拘 ラズ
、培養

上菌 テ謹 明 スル コ トアルへ 本症 ノ豫後 二重要

ナル因子 テ成 スニ アラザル ヤ ト推察 慈ラル｡反

之、「レ」線上肺野 二著 明 ナル陰 影 アルニ拘 ラズ

菌培 養陰性 二終 リタル例 トノ比較 ノ・殊 二興味深

シ｡又 繭側肋膜 炎及 ビ腹膜 炎ヲ合併 セルニ例 ハ

「レ」線所見上肺野 二血行撒布像 ヨ リ雨側 肺浸潤

ラ移行 スル ヲ認 メ タルモ、1例 ニハ1同 ノミ菌

ヲ鐙明(錫 陽性〉シ名ル ノミニテ死亡 シ、他 ノ1

例 ハ途晶培養陰性 二終 リ、5ケ 月後 再入院 セル

際 二数同 ノ喀疾培養 ノ結果初 メテ結核菌 テ讃 明

セ リ｡上 記 ノ2例 ヨリ観 ルニ.血 行撒布 ノ際 ハ

宋期 二至 ラザ レバ、菌排 砥ナキ ガ如 シ、

從 ツテ血行撒布 ノ場合 テ除 イテノ・、約 孚敷 二肋

膜 炎纒過 中或 ハ経過後早期 二菌 ヲ謹明 スル事實

ヨ リシテ、肋膜 炎同復期 ニノ・長期 二亙ル馨師 ノ

適切 ナル指導 二依 リ療 養 セバ肺結核 ヘ ノ進展 テ

或程 度迄防 ギ得 ルモ ノト信 ズ｡

因 ミニFrancisB.Trudeau/?7}ノ ・「レ」線所見上

殆 ン ド異常 ナキカ.輕 度 ノ陰 影 アル83例 二 就

テ、3乃 至25年 後 健康朕態 テ 問合 セタルニ 其

ノ89%ノ ・健康 ニ シテ職 業二從 事 シ、6%ノ ・死亡

シ、残 余 ノ5%ハ 筒 ホ生 存沖 ニ シテ、肋膜 炎回

復後少 クモ4ケ 月聞 テ「サナ 日 ウム」ニ テ加療

セル者ノ・、其 ノ死 亡李 二於 テ健康人 ト差異 ナ シ

ト報 告 ス｡

淺Il」'12ハ肋 膜炎後 ノ肺結核 ノ・雨側 ノモ ノ多 ク血

行性 非粟粒性 ノ型 テ トリ而 モ肺病攣 二比 シ自魔

蚊 ビニ他魔的症状 ノ少 キ場 合 多 シ ト云 ヒ、

C3rellas{81ハ 肋 膜 炎後肺結核 ハ慢性縄過 テ 日

且 ヅ虚睨療法不能 ナル場合 多 ク豫後不良 ナ リ從

ツテ本症同復期 ニハ屡 篭「レ』線検 査晶依 リ、早

期糞 見 ガ必要 ナ旨 ヲ強調 セ リ｡

余 モ亦前述 ノ雨側肋膜 炎.腹 膜炎 ヲ合併 セル2

例 ガ血行撒布 身リ比較的急速 二肺結核 二移行 ス

ル ヲ認 メタル以外 ハい何 レモ自豊的及 ビ他魔 的
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症状少キテ認 メ、肋膜炎再獲或ハ腹膜炎 ノ後獲

二依 り始メテ高熱其他 ノ自豊症状現 レルヲ知 レ

リ¢

蓋 シ醇人臨躰家ニ トリ肋膜炎経過者 ユノ・殊二愼

重ナル観察 ト指導ガ必要ナルモノト信ズ.

第八章 結 論

(1♪ 臨 林上滲 出性肋膜 炎 トシテ入院 セル患者二

7乃 至10日 ノ間隔 ラ置 キテ・含漱確 ノ結核菌培

養 ヲ施行 シ被検者64例 中31例 即 チ48.4%二

蔚 嚢育 ヲ認 メタリ｡其 ノ 中合併症 ナキ 助膜 炎

50例 中24例 部 チ48、O%、 腹 膜 炎ヲ合併 セル14

例 中7例 即 チ50.O%・F夫 々結核 菌 チ謹 明 シ、結

核姓疾患 ノ既往症 ナ キ健康 ナル者 二爽症 スル滲

出性肋膜 炎42例 中19例 即 チ45・2%二 培 養上

結核 菌 テ認 メタリ｡

(2>菌 陽 姓群 患者 ノ…部 二入院 日激 ノ延長 チ認

メ タル モ、大 多数 ハ菌 登育 ノ有無 二關係 ナ シ｡

(3)陽 性群31例 中26例 ノ・20乃 至39歳 ニ シ

テ｡男 女間ニハ著 明 ノ差異 ナ シ.

(4)雨 側 性肋膜 炎二陽性傘最 モ高 ク(66.6%)、

次 二右側 〈50.0%)、 左 側 〔42.8%)ナ リ｡1又 滲 出

液 性歌 ト菌排出 トノ聞ニハ關係ヲ認 メ難 シ｡

(5)初 感 染ニ績 護 セル肋膜 炎2例 中同例 二、獲

症前 ヨ リ「ツ《ごルク リン」反慮 陽性者4例 中2例

二培 養上菌 テ謹 明 セリ｡叉 「ヅベ ル クリン」反慮

ト肋膜 炎 ノ経過 二關 シテへ 培 養上菌陽性 ニ シ

テ且 ツ「ツ」反鷹陰 姓化 セルモ ノノ、豫後注 意 ヲ要

スルモ ノト信 ズ｡

(6)培 養 上菌 獲育 ノ有無 ハ、肋膜炎経過 中 ノ赤

血球沈降反慮速 度 トノ、關係 ナキモ ノノ如 シ｡

(7)「 レ」線 所見上殆 ンド異常 ヲ認 メザル32例

(石灰化竃 テ有 スル15例 テ含 ム〉中14例(石 灰

化竈 ヲ有 スルモ ノ7例)二 培 養上菌陽性 ニ シテ、

叉肺 門陰 影増大 セル11例 中8例 、 肺野 二 異常

陰影存 スル13例 中7例 二夫々菌陽性 ナリ｡

/S)培 養陽椌群31例 ノ退院時韓鯖ノ、全治7例 、

輕快18例 、半治3例 、悪化1例 、死亡1例 、不

攣1例 ナリ｡陰 性群33例 二於 テノ・全治9例 、輕

快19例 、牛治5例 ナリ｡

(9)滲 出液貯溜前二検査セル1例 ハ菌陽性ナリ

キ｡省 ホ高熱期二7例 、滲出液吸牧期二11例 、

同復期二12例 二夫々菌陽性ナリ｡

(10)退院後牛年乃至1年 後 ノ患者動艀 テ検査セ

ルニ前検査時陽性者29例 中肺浸潤7例 、 肺浸

潤及 ビ腹膜炎併獲2例(1例 死亡〉、 肋膜炎2

例、骨結核1例 、静養中7例 ナリシモ｡陰 性群

31例 中肺浸潤4例(1例 死亡)、肋膜炎2例 、腹

膜炎2例 、腹膜炎末治1例 、静養中3例 ニシテ

菌陽性群ハ陰性酵二比 シ績費症殊二肺浸潤ラ嚢

症 スルモ ノ多シ.

(12)培養上2同 以上菌 ヲ謹明 シ得 タル例ノ・、1

回 ノミ菌 テ誼明 シタル者 ヨリ退院後 ノ轄蹄更二

不良ナ リ｡

(131肋膜炎経過者ニノ・愼重ナル醤師 ノ観察 ト指

導 ノ下二長期 ノ療養必要ナルモ ノト信ズ｡

欄筆二臨 ミ東大教授坂口康藏博士、助教授藍澤

線一博士 ノ御校閲 ヲ深 ク感謝 シ、東大教授長谷

川秀治博士 ノ御忠言 ト、終始御熱心ナル御指導

ト御校閲 テ賜 リシ隠長東大講師坂本秀夫博士二

満腔 ノ謝愈 テ捧ゲ併セテ傳染病研究所金光學士

拉 ビニ警察病院内科諸先生二敬意ヲ表ス｡
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